
【取組内容】 生徒会活動における情報共有のための汎用的なソフトウェアの活用

甲州市立塩山中学校（山梨県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では、生徒会活動において委員会や部活動ごとにclassroomを作成しており、各活動や連絡等
に活用している。生徒たちが活動の中で積極的に表計算ソフト等を活用することで、情報活用能力の
育成を行っている。特に、この実践では「情報の整理・比較」「情報の発信・伝達」「情報の共有」「情報
モラル」といった点の育成につながると考える。事例として紹介する取組は以下の２点である。

① 学園祭の活動を知らせる日報における活用事例
② 福祉委員会のアルミ缶回収活動における活用事例

学園祭の日報（リンクあり）①

①学園祭の日報（リンクあり）

「全校生徒」というclassroomを利用して、学園祭の様々な
情報を掲載している。ここでは「日報」「取り組み計画」「時
程」「取り組み」の情報が一括して見られるようになっている。

部門の担当生徒が、その日の連絡を入力し全校
生徒への共有を図っている。また、各部門の
classroomも作成しているので、細かい連絡はそ
こで行っている。

生徒会執行部からのメッセージを毎日入力し、
様々な発信や共有を行っている。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1nYnwVZfkGmh73qjJ7Y5_2PWxs_mzpB_lZLclN4_kits/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1nYnwVZfkGmh73qjJ7Y5_2PWxs_mzpB_lZLclN4_kits/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1nYnwVZfkGmh73qjJ7Y5_2PWxs_mzpB_lZLclN4_kits/edit?usp=drive_link
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福祉委員のアルミ缶回収（リンクあり）②

②福祉委員のアルミ缶回収（リンクあり）

福祉委員会の委員長
が福祉委員に向けて
回収の当番の確認や
連絡を行っている。 最初は、表計算ソフトを活用して、

各学級の回収率を集計 するた
めの表を教員が作成し、 福祉
委員で共有しながら情報 の
整理・確認を行っていた。

委員長の発案で学級の
回収の取組の振り返りと
して評価（プルダウン）と
その理由を入力する欄を、
生徒自身で追加した。

【成果】
生徒会活動において、汎用的なソフトを活用すること

により、生徒自身が直接情報発信を行えるようになっ
た。また、クラウド化したことにより追加・修正、情報の
整理が容易になった。情報活用能力も育成できた。

表計算機能を
活用した回収量
の管理

https://docs.google.com/spreadsheets/d/17i1pIzS8oJyiOwo-s2FgyCVp8Cj6GNBfx6ZAZMKyFUc/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/17i1pIzS8oJyiOwo-s2FgyCVp8Cj6GNBfx6ZAZMKyFUc/edit?usp=sharing
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